
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和８年２月１６日 １１時００分頃 

発生場所 広島県尾道
おのみち

市高根
こ う ね

島北西方沖 

高根島灯台から真方位２６３°３.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°１９.７′ 東経１３３°００.８′） 

事故の概要  交通船兼作業船第５いるかは、航行中、また、漁船静
しず

丸は、漂泊

中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和８年３月６日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 交通船兼作業船 第５いるか、４.７トン 

   ２９０－４４７２４広島、有限会社内海潜水 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ Ａ船（船長Ａ提供） 

 

Ｂ 漁船 静丸、１.４トン 

   ＨＳ３－５０５０４（漁船登録番号）、個人所有 

   第２７３－１１８４５号（船舶検査済票の番号） 

（写真２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ Ｂ船（船長Ｂ提供） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 



 損傷 Ａ 右舷船首部外板に擦過傷 

Ｂ 操舵室上部に圧壊、オーニング支柱に曲損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東北東、風速 約２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 ほぼ高潮時 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、尾道市吉和
よ し わ

漁港において主機の

調整を終え、令和８年２月１６日１０時３０分頃、広島県竹原
たけはら

市忠
ただの

海
うみ

港に向けて帰途についた。 

船長Ａは、ＧＰＳプロッターを作動させ、ふだんから視界が良い昼

間はレーダーを休止状態とし、操舵室右舷側の操縦席に腰を掛けて手

動操舵によって操船に当たり、Ａ船を約１３ノットの対地速力で南西

進させていた。 

船長Ａは、高根島北方沖で右転して船首を西南西方に向けた際、調

整を終えたばかりの主機の調子が気になった。船長は、１０時５０分

頃、前方を一目見て他船を認めなかったので、前路に航行の支障とな

る船舶はいないと思い、操縦席を離れ、操舵室内にある機関室のハッ

チを開け、機関室を覗
のぞ

き込んだ。 

船長Ａは、主機に異状がないことを確認し、ハッチを閉めて前方を

見たところ、衝突の直前、目前にＢ船を認めたものの、どうすること

もできず、１１時００分頃、Ａ船の右舷船首部とＢ船の右舷中央部と

が衝突した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

船長Ａは、Ａ船を反転させてＢ船に寄せ、船長Ｂのけがの有無や両

船の損傷状態を確認した後、Ｂ船が自力で航行できないと判断し、Ａ

船でＢ船をえい
．．

航して三
み

原
はら

市能地
の う ぢ

漁港に向かった。 

船長Ａは、能地漁港に到着後、携帯電話で海上保安庁に本事故の発

生を通報した。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、一本釣り漁の目的で、０９時頃

Ａ船 

Ｂ船漂泊中 

高根島 

高根島灯台 

佐木島 

竹原市 

生口島 

忠海港 
能地港 

大久野島 



に能地漁港の係留地を出航し、同港西南西方沖の漁場で、船首を北東

方に向けて主機のクラッチを中立の位置として漂泊し、船長Ｂは後部

甲板左舷側で腰を下ろして左舷方を向いて漁を行っていた。 

Ｂ船の周囲には、他船はいなかった。 

船長Ｂは、ふだんから航行中の船舶が漂泊中のＢ船を避けて航行し

ていたので、時々立ち上がるなどして周囲を見回すことはなく、常に

腰を下ろした状態で操業していた。 

船長Ｂは、右舷方から接近するＡ船に気付かないまま操業を続け、

漂泊中のＢ船とＡ船とが衝突した。 

Ｂ船は、Ａ船にえい
．．

航されて係留地に戻った。 

船長Ａ及び船長Ｂは、救命胴衣を着用していた。 

分析 (1) Ａ船 

① 船長Ａは、ふだんから視界の良い昼間はレーダーを使用した

見張りを行っていなかったことから、前方を一目見て他船を認

めず、前路に航行の支障となる船舶はいないと思ったものと考

えられる。 

② 船長Ａは、調整を終えたばかりの主機の調子が気になったこ

とから、操縦席から立ち上がり、操舵室内にある機関室のハッ

チを開け、機関室を覗き込み、周囲の見張りを行っていなかっ

たものと考えられる。 

③ ①及び②から、Ａ船は、西南西進中、船首方で漂泊していた

Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

(2) Ｂ船 

① 船長Ｂは、ふだんから漂泊中は避航の必要性を感じていな

かったことから、時々立ち上がるなどして周囲を見回すことは

なかったものと考えられる。 

② 船長Ｂは、後部甲板左舷側で常に腰を下ろした状態であった

ことから、周囲の見張りを適切に行っていなかったものと考え

られる。 

③ ①及び②から、Ｂ船は、船首を北東方に向けて漂泊中、右舷

方から接近してきたＡ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が西南西進中、Ｂ船が船首を北東方に向けて漂泊

中、船長Ａが見張りを行っていなかったため、また、船長Ｂが見張り

を適切に行っていなかったため、互いに接近する状況であることに気

付かず、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、常時、見張りを適切に行うこと。 

・小型船舶の船長は、操船以外の用務を行う場合は、事前に自船を

安全な場所に停船させること。  


